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おもな内容

■新議会構成決まる……………………………………

■３月定例会………………………………………………

■請願・陳情………………………………………………

■３月定例会一般質問……………………………………

■全員協議会………………………………………………

■議会の虫めがね、編集後記……………………………
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人 口

(女)

平成25年５月31日現在 前年同月比

(男)

11,490人　

5,494人　

5,996人　

3,776世帯

△117

△51

△66

△10世帯数
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新議会構成決まる新議会構成決まる新議会構成決まる

議　長
細田　　栄

　伯耆町議会は、５月９日、改選後、初となる臨時会を開き、

議長に細田　栄議員、副議長に篠原　天議員を選出しました。

　また、６名の新議員も加わり、各常任委員会委員、議会運営委

員会委員なども選出し、新たな議会構成でスタートしました。

　さ
る
五
月
九
日
に
開
か
れ

ま
し
た
改
選
後
の
初
議
会
に

お
き
ま
し
て
議
長
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　身
に
余
る
光
栄
と
、
そ
の

重
責
に
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　伯
耆
町
の
課
題
は
、
何
と

言
い
ま
し
て
も
少
子
高
齢
化

と
過
疎
化
が
同
時
に
進
行
す

る
中
で
、
い
か
に
持
続
可
能

な
地
域
社
会
を
形
成
し
て
い

く
の
か
、
極
め
て
難
し
い
舵

取
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　議
会
の
役
割
は
、
執
行
機

関
か
ら
提
案
さ
れ
た
予
算
、

条
例
等
に
つ
い
て
、
可
決
・

否
決
す
る
権
限
が
あ
り
ま
す
。

　さ
ら
に
議
員
の
職
責
は
、

町
民
の
皆
様
の
声
を
町
政
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
で
す
が
、

バ
ラ
バ
ラ
の
意
見
で
は
統
一

感
の
無
い
、
無
秩
序
な
町
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　そ
れ
を
一
定
の
方
向
に
集

約
す
る
た
め
、
議
会
で
の
充

分
な
議
論
を
経
て
執
行
部
と

共
に
前
進
さ
せ
る
重
要
な
役

割
が
あ
り
ま
す
。

　町
民
の
皆
様
か
ら
信
頼
さ

れ
る
議
会
を
目
指
し
て
、
公

平
・
中
立
で
誠
実
な
議
会
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　何
と
ぞ
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

第４期伯耆町議会議員第４期伯耆町議会議員

（
前
列
右
側
か
ら
）

　
　乾

　
　
　裕

　
　松
原

　研
一

　
　幅
田
千
冨
美

　
　細
田

　
　栄

　
　篠
原

　
　天

　
　長
谷
川

　盟

　
　大
森

　英
一

　
　幸
本

　
　元

（
後
列
右
側
か
ら
）

　
　渡
部

　
　勇

　
　勝
部

　俊
徳

　
　椎
木

　
　慈 (

職
員
）

　
　永
井

　欣
也

　
　杉
原

　良
仁

　
　一
橋

　信
介

　
　杉
本

　大
介

　
　小
村

　
　健 (

職
員
）

い
ぬ
い

ま
つ

ば
ら

け
ん

い
ち

お
お

も
り

え
い

い
ち

こ
う

も
と

は
じ
め

わ
た

な
べ

い
さ
む

し
い
の

き

め
ぐ
み

か
つ

べ

と
し

の
り

な
が

い

き
ん

や

す
ぎ

は
ら

よ
し

ひ
と

い
ち

は
し

し
ん

す
け

す
ぎ

も
と

だ
い

す
け

こ

む
ら

た
け
し

は
ば

た

ふ

ち

み

ほ
そ

だ

さ
か
え

し
の

は
ら

た
か
し

は

せ

が
わ

あ
き
ら

ゆ
た
か
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　総
務
経
済
常
任
委
員
会
は
、

総
務
並
び
に
、産
業･

経
済
・

土
木
に
関
す
る
事
項
と
他
の

常
任
委
員
会
に
属
し
な
い
事

項
の
す
べ
て
を
所
管
い
た
し

ま
す
。

　厳
し
い
経
済
状
況
の
も
と

で
、
町
民
生
活
の
安
全
、
安

心
を
求
め
、
付
託
さ
れ
た
案

件
の
内
容
を
よ
く
審
議
し
、

詳
細
な
資
料
に
基
づ
き
、
慎

重
な
審
査
、
研
究
、
提
言
が

で
き
る
よ
う
町
民
に
信
頼
さ

れ
る
委
員
会
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　こ
の
た
び
教
育
民
生
常
任

委
員
長
の
要
職
に
就
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　本
委
員
会
は
、
申
す
ま
で

も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
教
育
関

係
、
福
祉
関
係
と
い
う
住
民

の
皆
様
に
身
近
な
案
件
を
審

査
す
る
委
員
会
で
あ
り
ま
す
。

　審
査
に
当
た
り
ま
し
て
は
、

町
民
の
皆
様
の
意
向
を
十
分

に
把
握
し
、
町
政
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
そ
の
責
任
の

重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。
誠
心
誠
意
努
力
し
て
、

こ
の
重
責
を
全
う
す
る
覚
悟

で
あ
り
ま
す
。
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　町
民
の
皆
様
と
町
議
会
の

大
切
な
橋
渡
し
役
と
な
る
常

任
委
員
会
を
目
指
し
ま
す
。

　町
議
会
広
報
の
編
集
発
行

は
、
も
と
よ
り
、
「
広
報
広

聴
」
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　新
し
い
メ
ン
バ
ー
で
皆
様

の
と
こ
ろ
へ
お
伺
い
し
ま
す
。

　ど
う
か
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
委
員
長

　一
橋

　信
介

委

　
　員

　大
森

　英
一

委

　
　員

　渡
部

　
　勇

委

　
　員

　篠
原

　
　天

委

　
　員

　松
原

　研
一

委

　
　員

　杉
本

　大
介

総
務
経
済

　
　常
任
委
員
会委員長

幅田千冨美

副議長
篠原　　天

副
委
員
長

　永
井

　欣
也

委

　
　員

　長
谷
川

　盟

委

　
　員

　細
田

　
　栄

委

　
　員

　勝
部

　俊
徳

委

　
　員

　杉
原

　良
仁

委

　
　員

　乾

　
　
　裕

教
育
民
生

　
　常
任
委
員
会委員長

幸本　　元

副
委
員
長

　杉
本

　大
介

委

　
　員

　渡
部

　
　勇

委

　
　員

　篠
原

　
　天

委

　
　員

　永
井

　欣
也

委

　
　員

　乾

　
　
　裕

議
会
広
報

　
　常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会 委員長

勝部　俊徳

監査委員
勝部　俊徳

副
委
員
長

　長
谷
川

　盟

委

　
　員

　渡
部

　
　勇

委

　
　員

　一
橋

　信
介

委

　
　員

　松
原

　研
一

　
　議
員

　細
田

　
　栄

鳥
取
県
西
部
広
域

行
政
管
理
組
合
議
会

　
　議
員

　長
谷
川

　盟

　
　議
員

　渡
部

　
　勇

　
　議
員

　松
原

　研
一

　
　議
員

　永
井

　欣
也

南
部
町
・
伯
耆
町
清
掃

施
設
管
理
組
合
議
会

　
　議
員

　杉
原

　良
仁

日
野
病
院
組
合
議
会

監
査
委
員(

議
会
選
出)

　
　議
員

　細
田

　
　栄

鳥
取
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会

　
　議
員

　幅
田
千
冨
美

　
　議
員

　幸
本

　
　元

　
　議
員

　篠
原

　
　天

　
　議
員

　乾

　
　
　裕

南
部
箕
蚊
屋

　
　広
域
連
合
議
会

委員長
大森　英一

　引
き
続
き
厳
し
い
財
政
運

営
が
続
く
中
、
限
ら
れ
た
財

源
が
、
わ
が
町
の
今
と
将
来

に
と
っ
て
、
本
当
に
必
要
と

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
無

駄
な
く
、
迅
速
に
配
分
さ
れ

る
よ
う
、
常
に
、
住
民
目
線

で
町
政
を
監
視
す
る
こ
と
は
、

私
ど
も
議
会
人
の
重
要
な
役

割
の
ひ
と
つ
で
す
。

　こ
の
大
切
な
役
割
を
果
た

す
た
め
に
、

　○
住
民
の
代
表
た
る
議
員

各
位
が
、
民
意
を
踏
ま
え
、

常
に
、
建
設
的
で
、
闊
達
な

議
論
の
で
き
る
議
会
で
あ
る

こ
と
。

　○
今
ま
で
以
上
に
、
住
民

の
み
な
さ
ん
と
の
接
点
を
大

切
に
し
、
透
明
性
の
あ
る
、

開
か
れ
た
議
会
で
あ
る
こ
と
。

　以
上
の
点
を
念
頭
に
、
よ

り
住
民
の
み
な
さ
ん
に
身
近

に
感
じ
て
頂
け
る
議
会
を
目

指
し
て
、
議
長
と
一
致
協
力

し
て
、
今
後
の
議
会
運
営
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　議
会
運
営
の
調
整
役
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
大
森
で
す
。

　「
温
故
知
新
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
地
域
格
差

が
広
が
る
多
難
な
時
代
に
、

か
み
し
め
た
い
言
葉
で
す
。

今
、
時
代
の
変
化
に
合
っ
た

行
政
運
営
と
、
そ
の
た
め
の

議
論
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
新
規
事
業
に
つ
い

て
は
、
在
任
期
間
の
四
年
間

で
成
果
が
出
な
い
場
合
も
あ

り
、
責
任
が
曖
昧
と
な
り
、

時
に
は
馴
れ
合
い
に
な
り
が

ち
で
す
。

　行
政
の
都
合
で
な
く
、
町

民
の
た
め
の
議
論
と
、
そ
の

た
め
に
必
要
な
情
報
提
供
と

い
う
環
境
を
創
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



環
境
の
変
化
や
新
た
な
課
題
・
住
民
ニ
ー
ズ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　対
応
し
た
町
づ
く
り
を
！
（
町
長
提
案
理
由
）

・
三
月
定
例
会
を
三
月
五
日
か
ら
三
月
二
十
二
日
ま
で
開
会
。

・
「
健
康
福
祉
・
増
進
事
業
」
「
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
」
な
ど
、
四
種
の
追
加
接
種
を
開
始
！

・
「
一
学
級
三
十
人
以
下
」…

…

少
人
数
学
級
実
施
に
取
り
組
み
を
開
始
！

伯耆町一般会計予算　72億9千万円に決まる！
　　対前年度比　１億１千万円　1.6％の減

平成25年３月定例会 （H25. 3. 5～3. 22）

・
地
方
交
付
税

　
　三
三
一
，
六
〇
〇
万
円

・
町
税

　
　一
三
四
，
六
〇
〇
万
円

・
国
庫
支
出
金

　
　
　四
二
，
八
〇
〇
万
円

・
県
支
出
金

　
　
　五
〇
，
一
〇
〇
万
円

・
繰
入
金

　
　
　
　六
，
三
〇
〇
万
円

・
緊
急
情
報
の
ケ
ー
ブ
ル
テ

　レ
ビ
情
報
発
信
事
業

　
　
　
　
　
　二
一
二
万
円

・
町
民
の
森
整
備
事
業

　
　
　四
一
，
三
七
三
万
円

・
緊
急
雇
用
創
出
事
業

　
　
　
　一
，
三
一
三
万
円

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　六
一
一
万
円

・
温
水
プ
ー
ル
・
ペ
レ
ッ
ト

　ボ
イ
ラ
ー
の
設
置
ほ
か

　
　
　
　四
，
五
一
六
万
円

・
予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
助
成

　
　
　
　二
，
四
八
四
万
円

・
少
人
数
学
級
実
施

　
　
　
　四
，
八
〇
〇
万
円

・
溝
口
中
耐
震
改
修
事
業

　
　
　
　六
，
八
六
三
万
円

・
植
田
正
治
生
誕
百
周
年
事

　業
補
助

　
　
　
　一
，
九
〇
五
万
円

岸本中耐震改修事業

岸本停車場線（改良測試）

主

な

事

業

歳
入
（
主
な
も
の
）

歳
出
（
主
な
も
の
）

  1．地区別懇談会は、活発な議論が交わされるよう、そのあり方並びに実施方法等
　　 を検討されたい。
  2．地域農業マスタープランを早急に作成し、さらなる農業振興を図られたい。
  3．分庁舎の空きスペースを有効に利用されたい。
  4．平成28年度に水道事業が一本化されるのに向けて、料金体系と適正な会計処理
　　 を検討されたい。
  5．可燃ごみの3割削減に向けて必要な施策を着実に実行するとともに、町民への、さ
　　 らなる啓発を図られたい。
  6．検診事業は、内容を拡大し鋭意努力されているが、さらなる受診率の向上に努
　　 力されたい。
  7．保育所の園庭芝生化管理委託事業は、町内業者に発注されたい。
  8．岸本図書館の図書費を傾斜配分して、蔵書を充実されたい。
  9．給食費の補助金支出は、他の町村との権衡をも考慮の上、実施されたい。
10．町立写真美術館管理運営に関する議会決議を尊重して、館の運営を行なわれたい。
11．写真美術館管理運営事業は、その特定財源について充分な確保を図られたい。

平成25年度予算審査特別委員会審査意見平成25年度予算審査特別委員会審査意見平成25年度予算審査特別委員会審査意見
伯耆町議会とりまとめ
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・
全
国
植
樹
祭
事
業
費

　
　
　
　三
，
二
五
一
万
円

・
大
山
望
ポ
ス
シ
ス
テ
ム
導

　入　
　
　
　
　
　三
〇
四
万
円

・
学
校
給
食
費
補
助
の
嵩
上

　げ　
　
　
　
　
　四
八
三
万
円
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　町立写真美術館管理運営調査特別委員会としては、町立写真美術館が自由な企

画により町民に親しまれる美術館としての運営ができるとともに、町財政の過度

な負担とならないようにするため調査を行った。

　その結果、町財政の変化、年月の経過による契約書の甲・乙の変更、法人制度

改正に伴って、植田正治作品寄附等に関する契約書の全面改正が必要であると結

論づけた。

　よって、町立写真美術館の管理運営に関し、下記の事項について伯耆町議会と

して決議する。

記

1．町立写真美術館の主たる運営を、植田正治写真美術財団から各種事業等の実

施を含め町直営に変更して自由度の高いものとし、町民に親しまれる施設にする

こと。

2．契約書及び覚書について、甲・乙の経年状況、法改正、財政状況等の変化に

伴い抜本的にこれを見直すこと。

伯耆町立写真美術館管理運営に関する決議伯耆町立写真美術館管理運営に関する決議伯耆町立写真美術館管理運営に関する決議

年
金
二
．
五
％
の
削
減
中
止
を
求
め
る
陳
情

不
採
択
と
な
り
ま
し
た

安
倍
内
閣
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

へ
の
参
加
断
念
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情

「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
成
案
」
に
反
対

す
る
陳
情

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た

妊
婦
健
診
と
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
・
子

宮
頸
が
ん
予
防
三
ワ
ク
チ
ン
へ
の
二
〇
一
二
年

度
と
同
水
準
の
公
費
助
成
を
国
に
求
め
る
意
見

書
提
出
の
陳
情

皆さんからの請願・陳情は
　　　次の審議結果となりました
皆さんからの請願・陳情は
　　　次の審議結果となりました
皆さんからの請願・陳情は
　　　次の審議結果となりました

採
択
と
な
り
ま
し
た

町
の
直
営
方
式
を
求
め
る
町
議
会
決
議

町
の
直
営
方
式
を
求
め
る
町
議
会
決
議

三
月
定
例
会
に
お
い
て
「
全
員
起
立
」
に
よ
り
決
議
！

　
　
　
　
　そ
の
全
文
は
、
次
の
と
お
り
。

　平成25年３月５日

　伯耆町議会
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①
保
育
所
の
入
所
は
、
希
望

ど
お
り
入
所
で
き
る
の
か
。

②
添
谷
の
発
電
所
を
取
得
し

て
整
備
す
る
と
い
う
そ
の
目

的
に
つ
い
て
。

③
集
落
公
民
館
の
補
助
率
の

カ
サ
上
げ
に
つ
い
て
。

①
米
子
自
動
車
道
の
四
車
線

化
の
早
期
実
現
に
つ
い
て
。

②
極
小
微
粒
子
物
質
（
Ｐ
Ｍ

2.5
）
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

③
商
工
観
光
行
政
の
あ
り
方

つ
い
て
。

①
町
内
で
の
高
齢
者
向
け
住

平成25年度３月定例会

・３月定例会の一般質問は、さる３月15日、７人の議員が行いました。
・その質問要旨は次のとおりです。

一  般  質  問一  般  質  問一  般  質  問

渡
部

　勇
議
員

幸
本

　元
議
員

勝
部
俊
徳
議
員

篠
原

　天
議
員

大
森
英
一
議
員

幅
田
千
冨
美
議
員

細
田

　栄 

議
員

宅
の
必
要
性
に
つ
い
て
。

②
松
く
い
虫
防
除
は
、
中
止

で
き
な
い
か
。

③
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
引

き
換
え
場
所
の
増
設
と
利
用

商
店
の
拡
大
に
つ
い
て
。

①
「
放
射
線
量
測
定
値
」
の

公
表
回
数
の
増
加
な
ど
に
つ

い
て
。

②｢
水
道
水
の
放
射
能
測
定｣

を
実
施
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

③
合
併
十
周
年
の
記
念
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
。

④
「
町
の
歌
」
の
制
定
に
つ

い
て
。

⑤
日
光
及
び
二
部
地
区
の
公

民
館
の
「
改
築
」
の
考
え
方

に
つ
い
て
。

⑥
「
八
郷
地
区
公
民
館
」
の

新
設
に
つ
い
て
。

⑦
「
写
真
美
術
館
」
の
今
後

の
運
営
方
針
に
つ
い
て
。

⑧
町
の
内
外
に
向
か
っ
て
、

伯
耆
町
の
「
顔
の
見
え
る
町

政
」
の
展
開
に
つ
い
て
。

①
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
枠
の
拡

大
の
必
要
性
に
つ
い
て
。

②
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
捕
獲

奨
励
金
、
一
頭
一
万
円
は
、

食
肉
用
転
売
で
も
支
給
対
象

と
な
る
の
か
。

③
イ
ノ
シ
シ
な
ど
を
食
肉
加

工
す
る
た
め
に
も
南
部
町
へ

の
公
営
処
理
施
設
へ
搬
入
す

る
こ
と
の
可
能
性
に
つ
い
て
。

④
食
肉
加
工
後
の
付
加
価
値

を
つ
け
る
た
め
の
単
独
補
助

制
度
の
新
設
に
つ
い
て
。

⑤
町
財
政
の
公
会
計
化
及
び

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
導
入
の
検

討
に
つ
い
て
。

⑥
公
会
計
な
ど
を
導
入
し
た

と
し
た
場
合
の
町
職
員
の
研

修
等
の
実
施
に
つ
い
て
。

⑦
わ
が
町
に
資
本
投
下
し
よ

う
と
す
る
企
業
か
ら
選
ば
れ

る
自
治
体
と
す
る
に
は
、
公

会
計
化
は
、
不
可
避
で
は
な

い
の
か
。

⑧
溝
口
地
区
に
中
間
所
得
者

や
若
年
層
の
定
住
対
策
と
し

て
の
公
営
住
宅
建
設
の
考
え

に
つ
い
て
。

⑨
民
間
の
住
宅
物
件
と
定
住

し
よ
う
と
す
る
場
合
の
補
助

制
度
に
つ
い
て
。

⑩
大
規
模
災
害
で
町
内
外
か

ら
の
避
難
世
帯
の
町
内
で
の

受
け
入
れ
体
制
に
つ
い
て
。

①
職
員
の
給
与
削
減
の
延
長

を
と
り
や
め
る
考
え
は
な
い

か
。

②
小
規
模
農
家
に
農
機
具
購

入
の
支
援
策
を
と
る
こ
と
に

つ
い
て
。

③
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
参
加
の
中

止
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

町
長
の
見
解
は
。

④
生
活
保
護
制
度
の
基
準
が

見
直
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
。

⑤
写
真
美
術
館
の
運
営
に
つ

い
て
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
植
田
サ
イ
ド
と
運
営
方

法
な
ど
を
協
議
す
る
こ
と
に

つ
い
て
。

⑥
町
の
貯
金
を
活
用
し
、
町

民
の
暮
ら
し
に
使
う
こ
と
に

つ
い
て
。

①
少
子
高
齢
化
、
介
護
問
題
、

独
居
高
齢
者
、
空
き
家
な
ど

の
地
域
の
問
題
と
の
向
き
合

い
方
な
ど
に
つ
い
て
。

②
町
職
員
の
給
与
カ
ッ
ト
と

そ
の
給
与
水
準
の
あ
り
方
に

つ
い
て
。

③
有
線
テ
レ
ビ
の
画
質
の
向

上
対
策
に
つ
い
て
。
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みんなが知りたいみんなが知りたい

二
月
四
日
開
催

三
月
一
日
開
催

三
月
十
九
日
開
催

三
月
六
日
開
催

①
植
田
正
治
写
真
美
術
財
団

の
移
行
及
び
生
誕
百
年
記
念

事
業
に
つ
い
て
報
告
・
説
明

○
生
誕
百
周
年
記
念
事
業
予

算
及
び
財
源
見
込
み
に
つ
い

て
質
疑

○
財
団
法
人
移
行
及
び
現
行

契
約
内
容
の
見
直
し
に
つ
い

て
質
疑

②
帝
京
す
こ
や
か
村
の
土
地

及
び
施
設
の
寄
附
に
つ
い
て

説
明

③
伯
耆
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計

画
（
仮
称
）
の
策
定
に
向
け

た
諮
問
に
つ
い
て
報
告

○
平
成
二
十
五
年
度
中
に
計

画
素
案
を
作
成
予
定

①
三
月
定
例
議
会
提
出
予
定

条
例
案
に
つ
い
て
説
明

○
伯
耆
町
地
下
水
保
全
条
例

○
伯
耆
町
暴
力
団
排
除
条
例

○
水
道
事
業
審
議
会
条
例
ほ

か

②
平
成
二
十
四
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
五
号
）
に

つ
い
て

○
補
正
額
六
三
，
四
〇
〇
万

円
補
正
後
一
般
会
計
総
額

　
　八
六
五
，
七
〇
〇
万
円

③
平
成
二
十
五
年
度
当
初
予

算
に
つ
い
て

○
一
般
会
計
当
初
予
算
額

七
二
九
，
一
〇
〇
万
円
前
年

度
比
△
一
一
，
八
〇
〇
万
円

①
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

協
議

②
町
地
下
水
保
全
条
例
案
に

つ
い
て
協
議

○
条
例
案
の
合
理
性
に
つ
い

て
総
務
経
済
常
任
委
員
会
に

お
い
て
審
議

①
伯
耆
町
営
社
会
体
育
施
設

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
帝
京
す
こ
や
か
村
の
寄
附

を
受
け
、
新
た
に
社
会
体
育

施
設
と
し
て
町
が
管
理
運
営

に
あ
た
る
こ
と
に
伴
う
条
例

の
一
部
改
正

②
岸
本
小
前
校
舎
耐
震
補
強

及
び
大
規
模
改
修
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
説
明

○
請
負
者
美
保
テ
ク
ノ
ス
㈱

金
額

　三
〇
，
九
七
五
万
円

③
岸
本
中
校
舎
改
修
工
事
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
説
明

○
請
負
者

　㈱
フ
ィ
デ
ィ
ア

金
額

　二
四
，
一
五
〇
万
円

④
小
学
校
統
合
の
今
後
の
進

め
方
に
関
す
る
各
小
中
学
校

等
の
意
向
集
約
結
果
に
つ
い

て
報
告

○
各
校
区
意
見
交
換
会
で
明

ら
か
と
な
っ
た
検
討
課
題
等

に
つ
い
て
説
明

⑤
小
水
力
発
電
の
活
用
に
つ

い
て
説
明

○
現
在
、
鳥
取
西
部
農
協
が

所
有
す
る
溝
口
発
電
所
（
上

野
地
内
）
に
つ
い
て
町
で
の

有
効
活
用
の
申
し
入
れ
が
あ

り
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て

検
討
開
始

⑥
財
団
法
人
伯
耆
町
農
業
振

興
公
社
の
解
散
に
つ
い
て
報
告

⑦
㈱
キ
タ
ム
ラ
が
行
う
開
発

事
業
に
関
す
る
協
定
書
の
締

結
に
つ
い
て
説
明

○
小
林
地
内
に
お
い
て
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
の
開
発
を
計
画

⑧
美
保
テ
ク
ノ
ス
㈱
が
行
う

二
部
真
砂
土
採
取
事
業
並
び

に
建
設
発
生
土
受
入
事
業
の

協
定
書
の
変
更
に
つ
い
て
説
明

○
二
部
地
内
の
真
砂
土
採
取

予
定
地
を
建
設
発
生
土
の
受

入
場
所
に
変
更
す
る
も
の

⑨
税
条
例
の
専
決
処
分
に
つ

い
て
説
明

⑩
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

専
決
処
分
に
つ
い
て
説
明

⑪
町
税
の
不
納
欠
損
処
分
に

つ
い
て
説
明

○
不
納
欠
損
予
定
総
額

　
　
　
　
　
　五
〇
五
万
円

そ
の
他

　町
地
下
水
保
全
条

例
案
の
合
理
性
に
つ
い
て
報
告

○
総
務
経
済
常
任
委
員
会
よ

り
調
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
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子
ど
も
は
社
会
の
宝

　地
域
の
子
ど
も
は
、
地
域
で
見
守
り
育
て
よ
う

「日光舞女の宅配便」
女性を中心として地域に元気を発信するグループの皆さんの

活動内容をうかがいました。

じょま

　こ
ん
に
ち
は
！

　こ
の
た
び
、
議
会
広
報
常

任
委
員
会
の
副
委
員
長
に
就

き
ま
し
た
杉
本
大
介
で
す
。

　今
回
の
「
ほ
う
き
議
会
だ

よ
り
」
は
、
議
員
改
選
後
初
、

そ
し
て
「
特
別
委
員
会
」
か

ら
「
常
任
委
員
会
」
と
な
っ

て
初
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

　そ
し
て
、
私
に
と
っ
て
こ

の
紙
面
で
言
葉
を
つ
づ
る
の

も
、
当
然
で
は
あ
り
ま
す
が

初
と
な
り
ま
す
。

　町
民
の
み
な
さ
ま
に
と
っ

て
「
発
行
が
待
ち
遠
し
く
な

る
面
白
い
広
報
誌
」
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
期
待
い
た
だ

き
、
お
読
み
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
!!

　
　
　
　
　（
杉
本
大
介
）

【
編

　集
】

　議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　委
員
長

　勝
部

　俊
徳

　
　副
委
員
長

　杉
本

　大
介

　
　委

　員

　渡
部

　
　勇

　
　委

　員

　篠
原

　
　天

　
　委

　員

　永
井

　欣
也

　
　委

　員

　乾

　
　
　裕

議

会の
虫めが

ね

「議会だ
より」に

対するご
意見を

お待ちし
ておりま

す。

バ
ー
も
お
ら
れ
る
の
で
す
ね
。

伊
藤
さ
ん

　現
在
の
会
員
は

女
性
が
八
名
、
男
性
が
三
名

の
十
一
名
で
す
。

質
問

　入
会
の
条
件
は
？

伊
藤
さ
ん

　性
別
や
年
齢
、

住
ん
で
い
る
地
域
問
わ
ず
、

少
し
の
出
資
金
を
い
た
だ
け

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご
入
会

い
た
だ
け
ま
す
。

質
問

　活
動
の
拠
点
は
？

伊
藤
さ
ん

　日
光
小
学
校
の

旧
校
舎
で
す
。
せ
っ
か
く
ま

だ
ま
だ
使
え
そ
う
な
の
に
、

使
わ
な
い
の
は
も
っ
た
い
な

い
と
思
い
ま
し
て
。

質
問

　使
い
勝
手
は
良
い
で

す
か
？

伊
藤
さ
ん

　い
え
、
そ
れ
が

使
っ
て
み
る
と
自
分
た
ち
に

と
っ
て
は
少
し
狭
く
て
使
い

づ
ら
い
、
と
い
う
の
は
あ
り

ま
す
ね
。

質
問

　主
な
活
動
内
容
は
何

で
す
か
。

伊
藤
さ
ん

　主
な
活
動
と
し

て
は
、
日
光
地
区
で
栽
培
さ

れ
た
も
ち
米
を
使
っ
て
、
か

き
餅
や
正
月
餅
な
ど
を
作
っ

て
宅
配
を
し
て
い
ま
す
。

質
問

　お
客
さ
ん
は
ど
う
い

っ
た
人
で
す
か
？

伊
藤
さ
ん

　県
外
の
お
客
様

が
多
い
で
す
ね
。

質
問

　県
外
と
い
う
と
例
え

ば
？

伊
藤
さ
ん

　大
阪
や
東
京
、

愛
知
と
か…

そ
う
い
え
ば
沖

縄
か
ら
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

　あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
口

コ
ミ
で
少
し
ず
つ
出
荷
数
も

伸
び
て
き
て
い
ま
す
。

質
問

　喜
ん
で
い
た
だ
い
て

い
る
理
由
っ
て
何
だ
と
思
わ

れ
ま
す
か
？

伊
藤
さ
ん

　実
際
に
お
声
を

聞
い
て
み
る
と
、
都
会
の
人

に
と
っ
て
、
懐
か
し
さ
と
温

も
り
を
感
じ
る
ら
し
い
で
す
。

質
問

　美
味
し
い
特
産
品
と

と
も
に
温
も
り
を
届
け
ら
れ

て
い
る
だ
な
ん
て
素
晴
ら
し

い
で
す
ね
。
他
に
も
何
か
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

伊
藤
さ
ん

　他
に
は
、
年
に

二
回
、
何
か
を
学
ん
で
吸
収

し
て
こ
よ
う
と
視
察
を
し
た

り
、
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
い
ま
す
。

質
問

　介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ま
で
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

具
体
的
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
？

伊
藤
さ
ん

　車
イ
ス
を
押
し

た
り
、
ト
イ
レ
の
介
助
を
し

た
り
、
一
緒
に
買
い
物
に
行

っ
た
り
お
話
を
し
た
り…

。

質
問

　本
当
に
み
な
さ
ん
、

元
気
よ
く
活
動
さ
れ
て
い
ま

す
よ
ね
！
最
後
に
「
日
光
舞

女
の
宅
配
便
」
と
し
て
の
今

後
の
抱
負
や
目
標
、
願
望
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

伊
藤
さ
ん

　加
工
施
設
を
作

っ
て
、
そ
こ
に
レ
ス
ト
ラ
ン

や
販
売
所
も
作
っ
て
、
人
が

交
流
で
き
る
場
所
を
作
れ
た

ら
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

感
想

　取
材
を
し
て
と
に
か

く
感
じ
た
の
が
、
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
が
と
て
も
明
る
く

生
き
生
き
し
て
い
た
こ
と
。

　私
た
ち
に
ま
で
元
気
を
与

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　伯
耆
町
日
光
地
区
か
ら
元

気
を
発
信
す
る
、
女
性
を
中

心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
「
日
光

舞
女
の
宅
配
便
」
を
訪
問
し
、

会
長
の
伊
藤
明
美
さ
ん
に
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

質
問

　ど
う
い
っ
た
き
っ
か

け
で
活
動
さ
れ
始
め
た
の
で

す
か
？

伊
藤
さ
ん

　「
舞
女
」
と
い

う
名
前
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
過
疎
化
が
進
ん
で
寂
し

く
な
っ
て
き
た
日
光
地
区
を

元
気
に
し
た
く
て
「
女
性
が

元
気
な
ら
、
日
光
全
体
も
元

気
に
な
る
の
で
は
」
と
思
っ

て
始
め
ま
し
た
。
男
性
メ
ン

バ
ー
か
ら
は
、
そ
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
に
少
し
反
対
の
声
も
あ

っ
た
の
で
す
が
、
押
し
切
り

ま
し
た
（
笑
）

質
問

　ま
さ
に
元
気
な
女
性

で
す
ね
（
笑
）
男
性
の
メ
ン

かきもち

ま

じ
ょ

ま

じ
ょ

ま

じ
ょ日

光
舞
女
の
宅
配
便

お
問
い
合
わ
せ
先

電
話　０

８
５
９

－
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３

－

０
５
０
５


